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　 1・ 第 6回ア ジア地区家政学会獲 の 概要

　 （1）全体的意義

　 1991年 7月 17 日 （水）か ら 20 日 （土）まで 開か れた

今回 の 会 議 は，第 5 回 大会 が 1989年 に シ ン ガ ポ ール で

開か れ て 以来の もの で あ る，ア ジ ア の 先進 国 として 発展

す る香 港が開催国 で あ り，統
一

テ ーマ に は変容す る情報

技術の 発展 と影響を と りあげ て ，「情 報技 術 ： 革新 へ の

発展 」 とい うこ とで あ っ た．地 元 の 香港か らの 田 名を

は じめ とし て， 日本か ら約 50 名を含め ，14 力 国か ら総

計 300名が参加 した，オース トラ リア
， イ ギ リ ス ，ア メ

リ カ の ，ア ジ ア 外 か らの 参加 もあ っ た．

　会場 は ，香 港島の 市 の 中心 地域 に あ る フ ラ マ ホ テ ル が

あて られ，参加者は行事に 組 ま れ た 多彩な ス ケ ジ ュール

の 中で ，友好を深 め つ つ ，ア ジ ア 地区で の 家政学 の あ り

方に 関心 を 高め る こ とが で きた ．

　 ARAHE （Asian　Regional　 Associatien　for　 Home

Economics）で は ，韓国の 李埼烈会長の 努力 に よ り，機

関誌 ARAHE 　JOumalの 第 1号が 発行 され ， 参加 者に

そ の 旨が 報告 された．家政学が，各国の 歴史 と生活の 伝

統 を ふ ま え，人 間 ら しい 生 活の 向 上 を 求 め て ゆ く中で，

情報技術 の 発展は ど の よ うに 家政学の 研究，家政学 を学

ぶ 専門家養成で の 対応，家族や 家庭生活 との関係，各国

との 情 報を 通 して 交流 な どに か か わ るか な ど，多様 な課

題が 関心 の 的 で あ っ た．こ れ らの 会議や分科会の 間に 展

示会も多彩 に 行 わ れ た．全体と して は ， 日本の 家政学の

研究重点化 の 傾向 よ りは ， 生活の 現実や 教育 の あ り方へ

の対応傾向が大きい よ うに 思われたが ，
コ ン ピ ュ

ータを

は じめ とする情報技術との か か わ りに つ い て は 参加者の

多くが関心 を もち ， 教青や 企業 の 中で ど うと りあげ るか

な ども話周とな っ て い た．

　全 日程 の 中で は，第 4 日 目の 計画が事前の もの とは 大

幅に 異 な り，
IFHE ア ジア 地 区選出の 副会長 で ある松島

千代野氏の ス ピーチ がな くな り，
パ ネ ル 形式の報告会に

変更とta　b， そ の 中に ポ ス ター形式で報告予定 の 日本家

政学会の 活動状況報告が加 えられ て い た りして 戸惑 い が

あ o た．しか し香港家政学会を中心 とする会議実行委員

会の 努力で ， 盛会裡に 参加で きた こ とは有益 で あ っ た．

以下主な行事につ い て それぞれ の 担当者の 方か ら報告 さ

れ るが，日程 表 と関連 させ て お読み い た だ きた い ．

　さ らに 次 回 の 第 7 回 ARAHE 会議は，1993年 に マ レ

ーシ ア の ク ア ラ ル ソ プ ール で 開催 され る こ とが 決 っ た．

（2）日　　程 於 香港 Furama ホ テ ル

時　刻 行 事

第 1 日　 7月 17 日 （水）

　 9 ： 00〜　会議前第 1 回 評 議員会 （ARAHE 評議員

　　　　　　出席）於 ・香港　警察 ク ラ ブ

　 12 ：00　 昼 　食

　 3 ： 30〜　参加者 登 録

　 　 　 　 　 　 ・テ ィ
ーレ セ ブ シ ョ ソ

　　　　　　 ・AV に よ る香 港や 教育 に つ い て の 提示

　 4 ：30〜　会議の オ ーパ ービ ュー

　　　　　　・ARAHE 会議の 概要　会議実行委員長

　　　　　　・評議員の 紹介　　　　ARAHE 会長

　　　　　　 ・IFHE の 紹介　　　　IFHE 代表者

　　　　　　・
日程説 明　　　　　　会議実行委員長

　 6 ； 00〜　歓迎 カ ク テ ル パ ーテ ィ （香港銀行 ビル ）

　 8 ： 00　　自由 時 間

（989）

第 2 日　 7月 18 日 （木）

　 9 ： 00〜　開会式

　　　　　　 ・祝辞

　　　　　　 ・歓迎 の 辞

　　　　　　 ・開会の 辞

10 ： 1511

：00〜

12：001
：45〜

6 ：30

香港教育局代表

ARAHE 会長

香港家政学会長

・海外か らの 参加者紹介

　　　　　　　実行委員会国際連絡委員

休　憩

全体会議 （1）

　講演 「情報技術 と家政学」

　　　　　　 Mr3 ．　Dodi ¢ Hodgki 脚 ロ

歓迎昼食会（フ ァ ッ シ ョ ソ シ ョ ウ を含む）

関連機関の 見学 ツ ア ー

自由 （希望者は 港湾 ク ル
ーズ ）
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ll ： 30〜

12 ： 30

　 　 　 　Ms ．　Biba　B，　S．　Gian

　　　　　　　　　　　（シ ソ ガ ポ ール ）

　　　　Mr ．　To8i　Heung 　Sang （香港）

　　　　Mrs．　Bctty　M ．　Versteeg

　　　　　　　　　　　　　　（ハワ イ ）

閉会式

・評議員会報告

・参加証贈 呈

お 別れ昼食会

写真 A ，日本家政学会 の 展示

第 3 日　7月 19 日 （金）

　 9 ：00〜　分科会 （D
　IO ： 且5　 休憩 （展示 ： 10 ： 15a．　m ，〜3 ： CO　p．　m ．）
　 10 ：45〜　分科会 （2）

　12 ：00　　昼食 （各 自）

　 1 ：30〜　関連機関の 見学 ツ ア ー

　（4 ：SO）〜 第 2 回評議委員会 （ARAHE 評議委員出

　　　　　　席）

　 6 ：00〜　ボ ス タ ーセ ッ シ ョ ソ と展示

　 7 ：　OO　 ナ イ トデ ィ ナ
ー （文化交流の 夕）

第 4 日　 7月 20 日 （木）

　 9 ： 00〜　全体会議 （1 ）

　　　　　　　講 演 「情報技術 と香港の 家庭」

　　　　　　　　　　　　　　　 Mrs ．　Camie 　Young

　 10 ：00　　休　憩

　 10 ： 30〜　国際 パ ネ ル プ レ ゼ ン テ
ーシ ョ ン

　　　　　　　司 会　Dr ．　Rosan　Kao

　　　　　　　パ ネ リス ト

　　　　　　　　　　Dr．　A ．　G ．　Corpuz （フ （ リ ピン ）

（藤枝悳子）

　2・　開会式 （Op ●曲 男 Ce ＿ 7）

　開会式 （Ju且y　IB
，

且991， 9 ； 15〜10；oo）

　開会式は 午前 9 時 15分か ら 10時 ま で，全 体 会 議場

（Jade　Roo 叫 Hotel　Furama）で 香港教育機関の 多くの

関係者 （来賓）の 出席を 得て 盛大に 行われた．

　 まず ，香 港 教 育 局長 の Y ．T ．　Li 氏 に よ っ て 第 6 回

ARAHE 会議 の 開会宣 言 が な さ れ た．氏は そ の 中で 香

港 に お け る情報技術が各種の 産業や 日常生活に 組み こ ま

れ て い る こ とを 紹介 し，こ うした 情報 時 代に 各 国 の 家政

学者が 集 ま っ て 情報技術 の 多様な応用方法等に つ い て 討

論す る こ と の 意味深 い こ とを述べ ，今回 の テ
ー

マ が 時期

を 得た もの で あ る と高 く評価 された．

　次 い で ア ジ ア家政学会会長 （President　 of 　ARAHE ）

Dr ．　Ki　Yu 且L　Lee か ら歓迎 の 挨拶を い た だ い た ．

　Dr ．　Ki　Yull　Lee 氏は ， テ
ーマ 「情報技術 ， 変革 の た

め の 展開」 は ア ジ ア 地 区の こ れ か らの 新た な役割を指摘

す る もの で，産業社会か ら徐 々 に 情報化社会 に移っ て い

る中で 家政学者もそ の 歩み に 合わせ て 変っ て い か な け れ

ばな らな い が ，同時に そ の 変化や 人類に 及ぼす影響 に つ

い て も十分 に 検討す る必要が ある と まず述べ られた．次

い で ， 学問研究は本来， 保守的で あ るが，文化 の 保存と
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繁栄をそ の役割 ともして い るこ とか ら学術は 社会的な企

業とし て の 貴献もあ るの で，家 政 学に お い て も発展 成長

して い く社会に 対応 し て い くエ ネ ル ギ ーが 必要で あ る こ

とを 強調 された．

　 また ，ARAHE の 発会式 が 置983 年 日本で 行わ れて 以

来 ， ノ ル ウ ＝一，ソ ウ ル ，バ ン コ ッ ク ，シ ン ガ ポ ール 等

で の 会議の 積み 重ねを経て 第 6 回 目の 香港会議に 至 っ た

こ と，また ARAHE ジ t ・一
ナ ル の 発刊 がで きた こ と，

ARAHE が 今後 の ア ジ ア 地域の 発展 の た め よ りよい 英

知を生 み 出し て共に 活動す る こ と等 の 重要性 を説か れ，

そ の た め に 今回 の 会議が ARAHE や IFHE の 新た な団

結 と専門家として 成長す る好機 で もあ る こ とを述べ られ

た．

　 ARAHE 会長の 歓迎の 挨拶に 引き続 い て，香港 家政

学会長 ・ARAHE 実行 委員長 ，
　 Miss　Nancy 　S．　P．　Yiu

に よ る主催者国 として の ス ピーチ が 行われた．

　 は じめ に こ の ARAHE 香港会議が ARAHE を中心 に

香港教員セ ン タ ー 香港家政学会の 協力を得て 開催 で き

た こ とを紹介 し，各組織の概要を 述ぺ られ た ，ARAHE

に つ い て は 周知 で ある の で 省略す る が
，
Miss　Nancy の

ス ピーチ に よ る と香港教員セ ソ タ ー
は 数年前 に 創立，幼

稚園，小学校，中学校の 先生方 に 教員と して の 専門的な

能力を促進 させ るた め の 援助活動や 教材 ・資料の 提供サ

＿ビス を して い る．

　 また，家庭科教師の た め の 研修 ＝ 一ス を こ の セ ン タ ー

と共同で 運営して い る との こ とで あ る．

　
一

方 ， 今回 の 会議運営 の 母体 とな っ た 香港家政学会は

正式Vこ は 1986年に 発足，6 年 目を迎 えて 会員数 も 200 名

に 達して い るが，イ ギ リ ス ，オ ース ト リ ア ，カ ナ ダ，ア

メ リカ で 教育を受けた 方 々 も含まれて い る との こ とで あ

る．

　 Miss　Nancy は ス ピーチ の 核心 の 部分で
， 会議の テ ー

マ に 触れ ， こ の 個性的な テーマ が設定 され た の は ， こ れ

ま で の よ うに 家政学 が 調理 や 裁縫 とい っ た 実地技能に 熱

中 して い た の で は ， 杜会変化 に 取 り残され る ア ウ トサ イ

ダー
に な っ て しま う．今こ そ機敏 に 対応して い こ うとす

る家政学者 の 専門的な方法を学ぶ 機会とす るた め に 設け

tcもの で あ る こ とを 強調 され た．また 家政学 者は 急速な

情報技術の 発展に伴な っ て 広範囲 に 家庭や社会に 変化が

起 こ っ て来る とき，それへ の 対応の た め の 専門知識 と反

論の た め の 専門能力を組織的に 持つ 必要 が あり， 今回 の

会議がそれ 等の 能力を我 々 に 約束す る と共に ，家政教青

に お け る情報技術教育の 確立 が 望 まれ て い る と，ス ピー

チ を結 ば れ た ．

　最終に Dr．　Rosann　Santora　Kao （IFHE 地 区委員，
ARAHE 実行委員） に よ っ て 海外情況の 概要報告 が ，

ま た 実行委員会か らの 記念品の 紹介等 が あ り閉会 した ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （内藤道子）

　 3． 本 会 議

　 （1）講演 ； 情報技術と家政学 Mrs ．　D ．　Hodgkinson

　 l8 日 午前 ， 開会 に まつ わ る諸行事が 終わ っ て ， 11時

か ら，本会議（1）がホ テ ル 「翡翠の 間」 で 始 ま っ た．ス

ピ ーカ ーは，英国の バ
ッ キ ン ガ ム シ ャ

ー州議会教育部 の

情報技術ア ド ヴ ァ イ ザ rMrs ，　Dodie　HOdgkipson で
，

演題 は 「情報技術 と家政学」 （lnformation　TcchnolOg ）
r

＜ ＝ IT ＞ and 　 Home 　 Economics ） で あ っ た ．こ の 講演

は，翌 日の 本会議 （2）で の ， 香港 の M 闘 ，（  ie　Young

の 報告と共に ， 会議の メ イ ン テ ーマ 「情報技術 」 の 基調

講演の 性格を持つ もの で あ っ た．99年間に わ た っ た英国

に よ る租借 （且997 年迄） とい う， 香港 と英国との 特別 の

政治的歴史的関係か らか ，今回 の 香港 で の ARAHE 会

議 に は 英国系 の 人 々 の 活躍も 目だ っ た が，英国 本国 か ら

招か れた 女性 が こ の 講 演 を 担 当 した こ と もそ の 表 れ で あ

ろ う，

　 ポ ジ キ ソ ス ソ 氏の 講演 は，ス ラ イ ドの 説明 を 中心 と し

て進め られ，配布された の は 簡単な レ ジ メ だ けで あ っ た，

氏tこ よれ ば， 報 告 の 目的 は ，
IT が い か に し て

‘Home

Econornics，

と テ ク ノ ロ ジ ーの 統合を支援で き
「
るか を示

す こ とで あ っ た．その 方法 と して ， 氏は 技術に つ い て の

英国の
“Natienal　Curriculum ”

を用 い た．氏の ス ラ イ

ドは ，IT が，以下 4 つ の 到 達 目標 に わ た っ て ，家庭，

学校，レ ク リエ ーシ
ョ γ ，コ ミ ュ

ニ テ ィ，企 業や 工 場の

場 で ，設：計 と技術能力開発 の た め に，‘

pupiP に い か に

用 い られ るか を示 す た め に 用 意 され た．

　 4 つ の到達 目標とは，（1）は，ニ ーズ と機会 を関係 づ

ける こ とで あ り，IT ば，興味を生み 出 し，情報を収集

し，情報や ア イ デ ア を照合 し，記録す るた め に 用 い る こ

とがで きる．（2）は，設計を案出 す る事で あ り， そ の た

め に ，IT は ，生徒達 に 仮説を た て ，推測 し，比較し，

設 計 案を 出す た め に 用 い られ る，（3） は ，計画 と作成 で

あ り，そ こ で は IT は，設計す る こ と，情報を伝達する

た め に 用 い られる．（4） は，評価 で あ り，IT は，活動

や，結果 を評価 し，結果を 伝達す るた め に 用い る こ とが

で きる，

　 ス ラ イ ドに よ る例示 は，食物，住居，日用品，子 供の

発達，及 び，被 服，繊維，消 費者 問 題の 領 域 か ら作成 さ

れ て い た．デザ イ ソ に お い て も，陶器 ・皿 の 模様，衣 服
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の デザ イ ソ と模様 ， 台所 の レ イ ア ウ ト，子供 の 本 の デザ

イ ソ 等，興味をそそる ソ フ トが，
ス ラ イ ドの 画面rclk々

と現れ た．演題 に
’HOrne　Eoonomics ’とあ っ て も， 例

示の 内容の 対象が ，

’
pupil

’
で あ っ た こ とか ら，家政学

とい う よ り家庭科教育と IT の 関係を 中心 に 論じた との

感が強 い ．また ， 英国の 例 だ けで な く， 開発途上 国の 多

い ARAHE で IT 問題 を と りあげる際の 留意点 も，こ

の 基調講演に 含 まれ て い て ほ し か っ た と の 感想 を 持 っ

た t　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （伊藤 セ ツ）

　（2）講演 ： 情報技術と香港の 家庭

　セ ッ シ ョ ン 矼 （7 月 20 日， 9時一vlO 時，　Jade　Roorn，

Hotet　Frama ） で は，ホ ソ コ ン 教育通 信技術 協会 の

Camie 　Yeung 馬に よ り 「情報技術 と香港 の 家庭」 とい

うタ イ トル で 報告が な され た．報告の 要約 は 以下 の 通 り

で ある．

　過去 20年
〜30年で 我 々 の 社会は 新 しい 時代に 入 っ た ．

国に よ り， 新 し く生 t れ，用 い られ ，
コ ン トロ ール され

る情報は様 々 で あっ て も，我 々 は 今真に 情糶革命 の時代

に あ るの だとい うこ とが認識で きる．

　情報技術に お け る重要な進歩とい え ば ， 電話会議や ビ

デ オ テ キ ス ト， 竃 子 メ
ール ，デー

タ ベ ー
ス マ ネ ジ メ ン ト，

コ ン ビ 昌一タ ネ ッ トワ ーク シ ス テ ム とい っ た こ とが思 い

起 こ され る．そ して ， それらは
一

見我々 の 家庭生活 とは

ほ ど遼い もの の よ うに
一

般に は 思わ れて い る．

　 しか しな が ら， これ らの 情 報 技術は香港 の 家庭 とか か

わ りの 強い もの で あ り，
こ の 報告で は 香港の 家庭 で 我 々

が実際に ど うい う情報技術を 用い て い る のか につ い て 概

観 して い くこ とで ，情報技術の 応用や有効 性，将来性 に

つ い てみ て い くこ とに した い ．

　近年，エ レ ク トロ ＝ クス 製品 の 消費者 の範囲が拡大 し，

デ ジ タ ル の IT 装置が 多 くの 家庭の 情報と通信 シ ス テ ム

に 用 い られ る よ うに な っ た ．さ らに 通信 とそ の 応用 の 目

的 で 異な っ た 機能や 設備 の 統合が 可 能 とな っ た．

　 ホ ーム ォ ートメ
ーシ ョ ソ （伝統的テ レ ビ，ラ ジオ，電

話 ， 電報，
テ レ ッ ク ス などを含む ）は コ ソ バ ク トデ ィ ス

クや 高品位テ レ ビ，レ ーザ ーデ t ス ク，フ ァ ッ ク ス な ど

を 発達 させ た．こ うい っ た 発達 は，我 々 の 生 活に つ い て

み れば ， 娯楽の 領域ば か りで なく，教育の 領域 お よ び，

情報の 領域 に 関 して も人 々 の 生活の あ り方を 大きく変 え

た の で ある．

　 た とえば テ レ ビに お い て は，香 港 で は多重 放送 がな さ

れ て お り， 希望すれ ば テ レ ビ を経由して コ ソ ビ 昌一タ ・

デ ータ ペ ー
ス との ア ク セ ス も可能とな っ て い る。今日テ

レ ビは家庭の 中に お い て
， 従来の 娯楽 と して の 役割か ら，

視聴者 へ 世界的規模で の 情報や知識伝達の 役割へ と発展

して きて い る．

　また テ レ フ ォ ソ ネ ッ ト ワ ーク は音声通信 と デー
タ 通信

に 分けられ るが ， 現在データ 通信領域 の 利用 も各家庭に

広 が っ て い る，

　しか し一方で 我 々 は ， こ の よ うな情報革命tc よ っ て，

コ ン ピ ュ
ータ 犯罪や 高度技術 の もた らす社会問題の 解決

に 直面 して お り， そ れ に よっ て その 解決方法 も学ん で い

る の だ とい え る，　　　　　　　　　　 （細江容子）

　（3）国際 パ ネル プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン

　最終日の 10時 30分か らは ， 以下 4 研究が報告され た．

　最初 の 研究 は 「Ballk− Paaralan　P 「09 「a「n （B ・P・P ・）

に よ る 学校か ら離 れ た 所 で 行わ れ る教育 （7 イ リ ピ ン ）」

で ，学校 で の
一
般的教 育 と非 公 式な教育間に 橋をか け る

こ とをめ ざし，
B．　P．　P．と呼ば れ る一定の プ ロ グ ラ ム に

従 っ て実践 され て い る もの で あ る，こ の 教育プ ロ グ ラム

の 主な 目的は ，
a ）学 校に 行 っ て い ない 青少年や 成人に ，

フ ィ リピ ン 教育庁が中学課程の 資格認定 をす る．b）勤

労青少年，成人 ， 主婦あるい は 長期療養中の 人に，各人

の 環境の も とで 中学 課 程 の 資格認定の 機会 を 与え る．

c）現在学校教育を 受け て い る人 で も， 自己 学習 モ ジ “

一ル や 自己 レ ベ ル に応 じ，好きな場所 好きな時間に 学

ぶ こ とが で きる よ うに す る．d）家庭や 社会で 役立つ 専

門的な 職業技術を持た せ る．e）学校不 適応児 に 対 して

学校に 戻る手助けをす る等で あ り， 今後 こ の シ ス テ ム の

効果が一層期待されて い る．

　次 の 「家政学 へ の 情報技術の 活用
一Hospitality　Ma ・

nagement か らの 視 点 （香港）」 で は，今後 の ポ ス トサ

ービス 社会 （産業）へ の 移行を意識 して，レ ジ ャ
ーと人

間形成の 関わ りに 寄与す る家政学の 新 しい 分野に ， 情報

技 術が 活用 され て い る とい う報告が なされた．こ の 研究

に おけ る Hospitalityとは病院や 福祉施設で の 介護関係

を意味す る もの で は な く， 例えば ホ テ ル 等に お い て 最適

な人間 ・ 自然環境を考慮した 経営を め ざ し， 情報技術を

縦横に 駆使して，総合的な教育目的を 持っ た もの と して

と らえ られ て い る．

　三 番 目の 「Cate血 g　Scrvices（料理 や サ ービス 等を 調

達する） に お け る 情報技術 の 活用 （香港）」 で は，献立

計画や分析 ， 在庫や購売 の 調整， 生産調整，食品価格や

売買調整 さ らに 労働生産性や作業員名簿に 至る ま で情報

技術を 活用 して い る こ とが 鞭 告 され た ．こ れ ら情報技術

活用 の レ ベ ル と して
， 情報の 受け入れ か らネ ッ トワ ーク
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の 統合まで 段階1こ系統化 されて い る．

　最後の 「家政学に お け る倫理
一情報技術に 関わ る基本

的な考え方一（マ レ ーシ 7 ）」 の 研究で は ， 家政学研究に

お け る情報技術活用 の 倫理的側面 と し て ，従来家政学 の

研究で は 動物実験，解剖等が多 く行わ れ て きた が ， 情報

技術 の うち特に シ ミ ュ レ ーシ ョ ン 能 力 を 活用す る こ とに

よ り，生物の 犠牲が少な くな っ た 旨の 報告がな され た．

　こ れらの 研究 は い ずれ も家政学 の 種 々 の 分 野で 情報技

術が多目的に 活用 され，今後の あ るべ き方向を探究 した

興味深 い 内容の もの で あ り， 質疑応答 も 活 発 に 行 わ れ

た．　　　　　　　　　　　　　　　　　 （佐藤文子）

　 4． 分　科　会

　分科会第
一室　（Pearl　Room 　 3）

　前半は 藤枝先 生 が座長 で，ま ず イ ン ドの Pro £ Ratna

Sahu は
“
文化と開発 の 中に お け る コ ミ ュニ ケ ーシ ョ ン

”

と題 して 次 の よ うな発表をされた，

　 コ ミュニ ケ ーシ ョ ソ は 社会的，経済的な発展が進め ら

れる上で 触媒的な働きを す る が ， 後進国に とっ て は経済

的価値観の も と で コ ミ ュ
＝ ケ

ーシ ョ ン が 利用 されて は な

らな い ．

　情報科学は 土 着 の 価値観や伝統的生活 ス タ イル を変化

させ る もの で は な く，新 しい 物と古い 物が 共存す るた め

の 接点 とな る道具 とさ れ るべ きで あろ う．土 着 の 文化を

大切 に した 情報科学を広 め るた め に は，人 々 の 言葉や人

間関係に チ ャ ン ネ ル を合せ る こ とで あろ う．

　次に イ ギ リス の Ms 　Loraine　Ashton は
“
情報科学 シ

ス テ ム の 設置に あ た っ て，職場 の 状 況 に 応 じた 必 要条

件
”

と題 して 次 の よ うな 発 表 を され た．

　新 し い 設備 の 設置や ハ ード部分 の 取 り替 えに あた っ て

は充分に時間をか け て 考え，また そ の 職場の 関係者 とも

写真 D ．エ キ ジ ビシ ョ ソ の 会場

良 く相談す る必要があ る．必要性の ない 物を求め た り，

手近 か に あ る資源を利用する こ とな く最新科学に 突進す

る こ とは避 けた い．す で に 情報科学 は タ イ プ ラ イ タ ーや

計算機 に 取 っ て代っ た、今後は未来の た め に 長 い ，広 い

範囲 で の プ ラ ン が必要で あ る．

　 後半 は Ms ．　Rita　Fernando が 座 長 で
， 先 ず 香港 の

Mr．　Tsoi　Hcung 　Sang が
“
家政学者達が 情報科学に つ

い て 討議す る場 合 に 考 え られ る Topic の 分野
”

と題 し

て 次 の よ うな発表をされた．

　情報科学 を実践 の 面，理 論の 面か ら とらえ る と，実践

の 面で は 多くの 人 々 に 良 く知られ て い る が，理論 の 面に

関 して は まだ まだ 理解 され るに 至 っ て い ない ． ト ピ ッ ク

と して は 第
一

に 家 政 学 分 野 と情 報 科学 の 接点 を広 め ，情

報科学の 今後 の 発展 の た め に ど う貢献す ぺ きか ．第 2 に

は情報科学が カ リキ ュラ ム に与え る影響．第 3 に は 教育

上 に もた らす情報科学 の 影響 ， 等 が考え られ る．

　最後に ア メ リ カ 合 衆 国 の Dr．　Ellen　P．　Pusey は
“

情

報科学 と家庭的共同体を目ざす指導者達
”

と題 して 次 の

よ うな 発表 を され た，

　 19B6年 以 来 メ リ
ー

ラ ン ド州で は 家庭的共同体を目ざ

す指導者を 教 育 して い る．こ の こ とは 今や 合衆国中に 紹

介 され 成功を 収め て い る．こ の 中 で 家 政 学者，有志の 人

達興味あ る人達に 情報科学 の 利用法 を集中的 に訓練した．

そ の 結果，指導者達 は実際に 活躍の 場 に お い て こ れ らを

利用す る こ とに よ り， よ り一層の 効果を得て い る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（米田泰子）

　分科会第二 室　（Pearl　Room 　2）

　参加者 ： 約 50名

　 司会 ； ハ サ ・ナ ワ ウ ィ 氏，記録 ニ コ ラ ・ピ ッ ケ ン 氏

　「中華人民共和国 に お け る家政教育 の 現 状 と 将来の 発

展 」 リ
ー・フ

ー・テ ソ 氏，中国家政学会会長，台湾

　家政 は 女性 の 美徳，能 力 ， 家事技術 を 高め るた め に 発

展 し， 且907年学校教育に 組込 ま れた．近年 は 中学 か ら大

学 ま で 各種 レ ベ ル が あ り，技術 と理論 を共 に 重視 し，学

校か ら地垓 ま で広げて家庭生活 の 重要性 を教育 し て い

る．

　台湾の 家政教育で 今後重要な こ とは， 3 年制大学か ら

4 年制へ の 移行 ， 科学技術大学 の 設 立 ， 専門教育と高齢

者福祉 ， 教育方法 と教材 の 改良 ， 調査 ・
教材資料セ ン タ

ーの 設置，外国 との 互換 プ ロ グ ラ ム の 確 立 で あろ う．

　「織物デザ イ ン の た め の ア パ レ ル 教育」 小 口　 登氏 ，

日本女子大 学，日本

　本研究 で は 型紙に 曲線を 描 く 基礎 的 な 2 つ の 式を示

す．
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　　　（X ／A ）， ＋ （YIB），　　0≦ X ≦ A．　 O≦ Y≦ B

　　　 y ＝ 　B・（X ／A ）
「e　　　 O＜P＜ co ，0く n ＜ 。 e

A と B は 等式 で 規定 され る長方形の 2 辺 の 長 さ， P と n

は変数，P と π を 変 え るだ けで コ ソ ピ ＝
一タ で簡単に型

紙が 描け，科学的な図形教育 も行え る．それ ら様 ざま な

形 の 幾何学模様 が ス ラ イ ドで映写 され ， 会場か ら 「興味

深 い の で 私の と こ ろ で 講演を 」 と い う申出 もあ っ た ．

　 司会 ： ジ ュリ ア ナ ・フ ソ 氏，記録 ： 前掲

　「韓国の 家政学分野 に お け る 情報科学技術 の 応用」

ス
ー・ジ ェ イ ・ム ーγ 氏，ヨ γ セ イ 大学，ジ ソ ・ソ

ーク

ジ ョ 氏，イ ウ ァ 女子大学，韓国

　情報化に 対応す る韓国の 家政学者 の 研究方向は 4 つ あ

る．第 1 は ， 家庭生活の 変化へ の 対処 の 仕方，第 2は，

調査や教育の データ ベ ース と， 統計分析の 手段 として 利

用．第 3 は ，家政学者の 専門的知識 と情報科学技術 を 絡

め た ソ フ ト ・ウ ェ ア の 開発．第 4 は ， 家庭生 活 や 他の 領

域 へ の 有益で 専門的な貫献で ある．今後は 心 ， 感情， 道

徳，幸福 に 関す る家族福祉の た め の 科学技術の 活用 を考

え る こ とが韓国 家政学者 の 役割 り で ある ．

　「情報科学技術と衣料」 ゲ イ ル ・タ イ ラ ー氏，香港 工

芸，織物，衣料協会，香港

　情報科学技術に つ い て ， それへ の 対応 ， 香港で の 採用 ，

技術の ズ レ ，今後の 進歩へ の 提言を次 の よ うに 述ぺ た．

　 衣 料 業 界 は情報科学技 術 の 利点を 十 分利用 して い な い ，

香港の 企 業 は給料計算， 在庫管理 な ど に 採用 し，

一流企

業 は 経営方針や能率増進 の デ ー
タ ペ ース の 開発に 努め て

い る．開発 され た 科学技術 と企 業の 適用能力に は 様 ざま

なズ レ が あ る，今後は 情報科学技術を通 して 地方産業に

お け る管理，生 産，販 売 な どの 組織的 改善をす べ きだ ろ

う．　　　　　　　　　　　　　　　　　 （大野庸子）

　分科会第三 室　（Jade　Room ）

　 こ の 会場 で は，英 国 家 庭科教 師連 合 会長 tcよる 「英国

に 於け る 1988年 の 教育改革に よ る Technology （以下

技術 と訳 ） の 義務教育 レ ベ ル へ の 導入 を，家庭科教師が

どの よ うに 取 り組ん だ か 」 とい う報 告 と，香 港 の Mr ．

Chr 嬬 T ．　H ．　Smith に よ るデータ ベ ース と電子通信に よ

る情報収集， 検索方法の 説明お よ び実演が行わ れた ．

　会場 に は，前部左手 に コ ン ビ a
一タ が ， 右側 に 大型

ス ク リーソ が用意 さ れ て い た．ま ず ChaiT の Dr．　B．

Maidment 挨 拶，演 者 の 紹 介 が 行 わ れ ，
　 Mrs ．　 June

SCErbOrough 氏 が 講 演 し た．内容 は，英 国 に お け る

Education　 Refom 　Act（198B） に よ り5 歳〜16歳 の 全

て の 児童が，英語，数学，科学 お よ び 技術，歴史，地理，

68

現代国語 ， 美術 ， 音楽 ， 体育を学習す る こ と とな っ た が ，

技術は こ れ ま で の カ リキ a ラ ム に な い 唯一
の 新しい 科 目

で ， 5 つ の 分野 ， 美術デザ イ ン
， 職業学習 ，

ク ラ フ トデ

ザ イ ン 技術 ，
コ ソ ピ ＝

・一タ 学習，家庭科 が関逼する領域

とし て 位置付け られ た．児童が身に つ け るべ き技術 の 構

成要素は ， デザ イ ソ 技術 と情報処理能力で ある．家庭科

教師 は，関連領域の 教師 と と もに チ ーム を 作 り，実際の

生産工 場や 市場を調べ ，児童の 情報技術を育て る 教材 お

よ び教育方法 の 開発に 取 り組 ん で い る．即 ち食物と織物

を 題材に ，マ
ー

ケ ッ ト リサ
ー

チ ，
パ ッ チ 生産 ， 原価計算 ，

商品普及 ， 生産 ラ イ ソ の コ ン ピ ュ
ー

タ 制御 な ど，具 体的

に 実社会で コ ン ピ ュ
ー

タ が どの よ うに 用 い られ機能して

い るか を理解 させ る教材を作成 し，成果を上げて い る．

1988年当初 は ， 家庭科の 存続 さえ危ぶ まれた が ，
こ うし

た 努力に よ り家庭科の 価値が 認 め られ ， 家庭科教 師 は技

術 の グル ーブ リ
ーダーと して ， 誇 りを 持 っ て 活 躍 して い

る との こ とで あっ た ，

　続い て Mr ．　 Chris　T ．　H ．　Smith に よ る 「デ ータ ベ ー

ス と電 子通 信 に よる 情報検索 の 方法」 の 説 明 と実演が 行

わ れ た．コ ン ピ ュ
ータ と電話回線，

ビ デ オ デ ッ キ な ど と

の 接続，キ ーボード，マ ウス の 扱 い ， コ ソ ピ ュ
ータ ー用

語 window ，　 menu ・pointerなどの 説明の 後， データ ベ ー

ス に よ る情報の 検索が大型 ス ク リ
ー

ン に 画面を映 して 実

演 さ れ た．Hcalth 　DATA を用 い 子 供の か か り や す い

病気に 関す る情報の 検索が 行わ れた ．コ ーヒーブ レ イ ク

の 後， 卩 ン ドン の 情報セ ン タ
ー

， 香港の 情報 セ ン タ
ー

と

そ れ ぞれ ア ク セ ス して 情輯の 収集が行 わ れ，当 日の 空港

の 利用状況 な どが，数分 の うちに ス ク リーγ に 映 し出 さ

れた，

　 こ の セ ッ シ tt ン の 参加者約 30 名 は，皆熱 心 に 教材の

VTR や実演に 見入 っ て い た．ア ジ ア 地区の メ ソ バ ーに

と っ て 有意義 な 興味深 い 内容で あ っ た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （成瀬明子）

　5． ワークシ ョ ッ プ

　診加例　（1）Hong 　Kong 　Housing 　Authorityの見学

　　　　　　　に参加して

　今回の ARAHE 会議で は ，　 la 　 19 日 の 両 日午後 に

Educational／lnduStrisl　Site　ViSitsが準備された．リス

トア ， プされた訪問先は ，
Co血 pu 亡cr 　Ed   ation 　Center

や D ¢ partment　 of 　Horpital三愈y　Managcment
，
　 E 　K

Poly藍  hnic等の 9 ヵ所 ， 加 え て exploring 　Hong 　Kong

independcntlyとい う項 目 もあ り， 香港の 現状 を 実際

に 見 て 理解し て ほ しい とい う主催者側の 意向が感 じ られ
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る もの で あっ た ．私 は その 中か ら，Hong 　Kong 　Hous ・

ing　Authority （香港房屋委員会）を 19日の 訪問先 に 決

め ，予 め 日 本か ら 申 し込 み を して お い た．

　 当 日は 大 へ ん 日差 しが強く日本 よ りもだ い ぶ蒸し暑 い

よ うな気候 で あ っ た が ， 用意 され た deuble　deckerの

バ ス は 快適 で ，ク ーラーは 効 き過ぎる くらい で あ っ た．

ARAHE 会場の富麗華酒店の あ る香港島か ら海 底 ト ソ

ネ ル を抜け対岸の 九籠に 入 り，パ ス は啓徳空港脇を通り

さ らに 進ん で 行 っ た．車窓か ら の 香港の 街の 眺 め は，素

晴 らしい モ ダ ソ な高層 ビ ル が林立 す る一方で ，今に も崩

れそ うな ベ ラ ン ダ や錆 び 付い た貯水 タ ン ク が壁面に む き

出 しとな っ て い る老朽化 した ア パ ー トが 立 ち並ぶ とい っ

た，新 旧が混在 し た 独特 の 景観 で あ っ た．繁華街 を 抜け

や がて パ ス は ， 中高層の ア パ ートが 立 ち並 ぶ 住宅 地 域に

入 っ て行 っ た ，日本 で 言うなら団地の 中に 入 っ て 行 っ た

とい う感じで あ っ た．その
一角に Hong 　kong　Housing

Authorityの 建物があ っ た、 12階建 て くらい の 真新 し

い 建物 は，1990年 に 落成 した ぽ か りで あ っ た．入 口 の 警

備 は 厳 しい よ うに 見 えた が，私た ち は HKHEA の
一行

とい うこ とで，す ぐに 上階の 資料展示室 へ と案内 され

た．こ こ で は public　 housing や Hong 　kong 　Housing

Authority の 発展経緯や 今後 の 宅地開発計画 ，
　 public

housingの 模型や平面図等の 資料が わか りや す く展示 さ

れ，若 い 男性係官か ら説明を 受け た．さ ら に 10分程度

の fi1皿 が上映され，香港 の 住宅事情に つ い て
一

層理解

を深 め られ た．

　 香 港 で li　1953年 の ク リ ス マ ス の 晩に 九龍 の 石侠尾地

区で 大火 が 発生 し，53，000 人 もの 人 々 が一夜 le し て ホ ー

ム レ ス とな っ た。政府は被災者に 対 し迅速 に 新しい 住宅

を 与える た め の 方策 とし て public　housing　programme

を 開始し，翌 1954年 に は 緊急措置 と し て 初め て 大規模

な public　housingを建設 した．現在，香港 の 人 口 の 約

半敬に あた る 296 万 の 人 々 が public　housing に 居住 し

て い る．今日見事に 発展 して きた 香港 の public　housing

は ，
こ の よ うな 大 火に よ る大量 の 住宅焼失とそ の 被災者

の 救済とい う一つ の 契機が あ っ た こ とを ， 今回 の 見学 に

ょ っ て知る こ とが で きた．

　次に ， 引続き New 　Town ｝ご 案内 して い ただ けるとい

うの で ， 大へ ん期待して バ ス に乗車した，目的地 に 向か

う間 に も次 々 に 現れ る超高層住宅 ビ ル や解体がすすむ老

朽化住宅 の コ γ ト ラス トは 大 へ ん 印象深 く，さ らに しば

らく山岳地帯を走る と急に 視界が開け，忽然と超高層 ビ

ル 群が現れ た．到着地は 現在開発中 の 地域 の
一

つ 新界 だ

o た と思わ れ る．私 た ちは あ る超 高層住 宅 の 中に 入 り，

そ こ に開設されて い る事務駈に立 ち寄り再び説明を受け

た．最後に ， こ の 40階建て住宅の屋上 に案内され ， 開

発地域を
一

望 した 時 は圧巻で そ の 規撲 の 大きさ は た だ た

だ驚 くば か りで あ っ た．地震が ない 国 とは い え， 災害時

の 安全対策や設備 は どうなの か ， 子 どもや 老人へ の 配慮

は どうか 等 々 の 疑問に 対 して は，十分考慮された 設計 で

あり問題は な い と い うこ とで あ っ た ．今回 は居住者に 直

接話を開い た り住宅内部 まで の 見学は 行えず残念で あ っ

たが，塊域内 の ス ーパ ーV 一
ケ ッ トや フ ァ

ース トフ ード

シ ョ ッ プで の 人 々 の 標子は ， 日本の それを思い 出させ る

もの で あ っ た．香港の 現在の 住宅課題 と して，九龍城 に

代表 され る ス ラ ム 化 ・老朽化 した 住宅 の
一掃 と再 開 発 の

問題や 水上生活者の 問題 が あ る とい う．6 年後の 返還を

目前 に した 香 港が，今後 どの よ うに 変化 して い くの か ，

特に 住宅政策の 展開 につ い て 興味深 く，さらに 注目して

い きた い．最後に こ の よ うに 有意義な企画を準備して く

だ さ っ た HKHEA に 感謝申し上げた い ．（瀬沼頼子）

　参加例　（2）China 　Light　 and 　Power 　Cornpany

　　　　　　　Limited の 見学 に 参加 して

　 7月 18 日 ， 開 会式 と本会議 の プ ロ グ ラ ム の 後， うっ

と りす る よ うな フ ァ ヅ シ ョ ン シ ョ
ーを 見 な が らの 昼食会

が もた れ，そ の 午後は，香港 の 教育 ・研究 ・産業 の ハイ

ラ イ ト的機関 ・企業を見学す る ワ
ーク シ ョ ッ プが企画さ

れ て い た．コ ソ ピ a 一タ教育 セ ソ タ 「 織物 ・被服研究

所 ， 電話会社 ， 電力会社 ，
ガ ス 会社等 7つ の グ ル ープ に

分か れ て 希望者を 募 っ て い た．こ れ ま で の ARAHE 会

議 で ，会 場 を 離れ て の こ の よ うな ワ ーク シ ョ ッ プ が会期

中に もた れた の は は じめ て で は ない だ ろ うか ．

　香港 の 夜景 の 美 し さは 東洋
一と 聞 い て い る．実際に

Victoria　Peak の 山 頂に 立 っ て，ダ イ ヤ モ ン ドを ち りば

め た よ うな 美 しい 香港島や 九龍の夜景を 眺 め る と，こ の

電力は どの よ うに して 供給されて い るの だ ろ うか ！　 と

興味を もつ ．

　そ こ で 私 は 中華電 力 に つ い て の 見学 グ ル ープ に 入 り，

青 山 発電廠 を 訪れ た ．Hotel　Furama か らパ ス に 乗 り，

海底隊道を通 っ て ，九寵へ 渡 り， 途中渋滞 に も会 い，約

1時間半か か っ て 目的地 の Castlc　Peak 　Power 　Station

Training 　and 　Information　Centerに 到 着 し た ．

　 こ こ は Discovering　the　WQndors　of 　clectricity の 展

示場 が あ り，甚 摩是電 ？ （What 　 is　 clcctricity 　？）か ら

は じ ま り， 電的原始模式 （Early　forms 　 of 　 electricity ）

があり， 次に 物質的構造，射電力発展有重大 ， 電在社会

中的用 途，能源，発電 用的能源，可 用作発的各種能量，
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写真 E ．Castle　Pcak　Power　Station　Training　and

　　　　Information　Centev に て ，
“Dlscov ¢ ring

　　　　the 　wonders 　of 　 elect 「icityP，

核能，供電系統，環境保護，安 全教 育 及 訓練 ， 中華電 力

及埃克森的歴史に 至 る迄 ， 模型を使い ，図解 を 加 え て説

明 して あ っ た （写真参照）．

　「な まず 」の 写真 もあ り，そ こ に は The 　ray − an 　exam ・

ple　of 　electtic 　fishes・電虹
一一

種社放電 的 魚 と あ っ た

の も印象的で あ っ た，

　香港 に は 発電所 が 3 ヵ所あ り ， そ れ らは 青山発電廠，

青衣発電廠，鶴園発電廠 で あ る．こ れ らの 中華電 力は ，

す べ て 石炭 で 火力発電を 行 っ て い る．また，こ の 石炭は

中国，U ．　S．　A ．，オ ース ト ラ リ ア か ら翰入 して い た．

　許容電量は 受容電量 よ り多 く，まだ余 裕 の あ る こ とが

わ か り，高層 ビル が 街に は どん どん建設中で あ っ た が，

また 更 に 美 し い 夜景 の 風光が 展望で きる こ とで あろ う．

　展示場 の 前 に は 発電所 が あ り，そ こ も見学す る こ とが

で きた．建物 の 中は ， ガ ラ ス 張 りに し て あ り，発電 し て

い る様子 が見学 で きる よ うに な っ て い た，また ， ガ ラ ス

の 中の 室温が 掲示 し て あ っ た （40℃ ）．ガ ラ ス に 触れ て

み る と高温で あ っ た．

　部 屋 の 隅に は 消火器が あ り， そ こに は 滅火喉 （Hose

Reel）とあ っ た．

　玄関で 参加者全員の 写真を と り，香港島へ と帰路に つ

い た．

　他の グル ープ も，それ ぞれ ， 有益 で ，よ・い 経験を した

よ うで ある ．こ の 企画 は．翌 日に も行わ れた が ， 単に 目

的 地 の 見学ばか りで な く， 往復の パ ス の 中で の 香港の 家

政学者の 説明に よ っ て 香港 そ の もの を理解す る こ とに も

役立ち， 好評で あ っ た．　　　　　　　　 （兼信英子）

6．　 評 議員会報告

ア ジ ア 地区家政学会評議委員会は ， 会議に 先立 つ 7月

70

且7 日 9時か ら 12時に 第
一

回 目が，ま た 19日 16時 30 分

か ら 18時に第二 回 目が開催された．

　加盟 且5 力 国の う ち 13 力 国 の 代表が 出席 した．第一回

日の 会議に は， 日 本 か らは 藤枝悳 子 氏 （ARAHE 　Com ・

mittee 　Member ），宮本み ち子 （家政学会代表）， 佐藤文

子 （横浜国大家政教育学会代表）， が出席 した．また 大

谷 陽子，松岡明子 ， 内藤道子，　金子佳代子の 4 氏が ，

ナ ブザ ーパ ーと して 出席 した．な お，IFHE の ア ジ ア 地

区担当副会長 の 松島千代野氏，及び家政学会代表の 伊藤

セ ツ 氏は，第二 回 目の 会議か ら出席 した．

　（1） 7月 17日の 委員会の 概要

　役員会か ら，第 5回 シ ン ガ ポー
ル で の 評議会議事録，

そ の 後 の 活動 報 告，お よ び 会計報告 が あ り，い くつ か の

質疑応答の あ と承 認された．会議の 要点を ま とめ る と，

つ ぎの 通 りで あ る．1）1990年 8 月 20 日か ら 22 日に ，

ソ ウ ル で 13 力 国が参加 して，家 政学 の 文化的側面 と題

す る国際シ ン ポ ジ ウ ム を 開催 し成 功裡に 終わ っ た．それ

は こ の ほ ど出 版 さ れ た Journal　of 　ARAHE 　vol．11 こ

収録 され て い る．2）Journal　of 　ARAHE の Vol・1 が

発行された．こ の 仕事は Lce 会長 は じめ韓国家 政学会

の 担当者 の 大変な尽力に よ っ て 完成 し た もの で あ る．投

稿 は 韓国 と 日本に 限 られて し ま っ た の で，次 号か らは ，

各国最低
一

編 を投稿 して 欲 し い ．ま た 今後の 編 集 は，各

国
一
名 か らな る編集委員会を 作 り， 各委員は 国内の 投稿

論文の 選定 ・編集を責任を 持 っ て や る こ とが決め られた．

第 2号 の 編集 ま で は韓国が 引き受け る こ とに な っ た．そ

の 原稿 の 最終締切は，1992年 1月末である．3）ARAHE

の 活動を 充実 させ るた めに，各国で 会員を拡大 し ， 財政

基盤を 整 え る必要 が ある こ とが確認 され た．また 特に 日

本 な どで 努力 して 欲 し い との 要請 が あ っ た．さ らに ，

メ ン パ ーシ ッ プ カ
ードが 完成 した こ とが 報告 さ れ た，

4）ARAHE と し て の 共 同 研 究を推進す る こ とが必要t

時期に あ る．そ の テ ーマ
， 財源，人な どに つ い て 各国で

検討を し て 欲 しい ．す で に FAO の 助成金などの 可能性

もある の で それも含め て ，年内に 役員会 の 中で検討を し

た 上 で，各国へ 通知 され るの で，それをもとに 各国で検

討作業を 開始 す る こ と に な っ た．5） 1993 年 の 第 7回

ARAHE 会議は，マ レ ーシ ア で 開 催す る こ と に な っ た．

　第
一

回 評議会後役員選挙が 行わ れ ， 次期役員は 次の よ

うに 決定 した．任期 に 且992 年 7月か ら 且996年 7 月 まで

で ある ．

　 会長 Murunalini 　Devi　Puar （イ ソ ド），副会長 Ro −

sann 　KaQ （ホ ソ コ ン ），書記 HaPtah 　Nawawi （マ レ ー

シ ア ），書記補 Ampari　Rigor （フ ィ リピ ン ），会計 Tng
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Tsai　Tin （シ ン ガ ポ ール ）， 渉外A ．Chareonchai （タ イ ）

　と な っ た．な お 会計監査は ，日本と韓国か ら各 1名を 出

す よ うに要請された．

　 次eこ ，松島千代野 IFHE ア ジ ア 地 区担当副会長 か ら

報告があ っ た．そ の 要点は 次の 通 りで あ る．

　 1）　1992年 に ハ ノ
ーバ ーで IFHE 世界大会が 開催 さ

れ る．参加者の 第一
次登録は ，本年 8 月末な の で ，多数

の 参加を期待する．なお ， 世界大会期間中，IFHE 　Exe・

cutive 　committee の メ ソ バ ー
の 選挙 が あるが ， そ の 際

ア ジ ア 地区か らタ イ の A ．Chareonchaiを 推薦す る こ と

が 提 案 さ れ た （1996年 の IFHE 世 界大 会は タ イが 予定

され て い る）．

　 2） 1994年の 国際家族年 に むけて IFHE として 取り

組む こ とが決定 して い る ．各国で 方針をた て 取 り組 ん で

欲しい ，な お ， 国連の NGO 家族に関す る委員会 か ら，

IFHE に 対 して，取組み の 要請と 「効果的な国際家族年

1994 の 活動 の チ ェッ ク リス ト」が 送られて きて い るの で ，

それを 活用 して 欲 しい ．

　 私は 今回初あ て 評議会に 家政学会の 代表とい う資格で

出席 した が，国 際学 会 に お け る 代表 の 位置付けに つ い て ，

もう少し検討が必要で ある こ とを 痛感 した．他の 国 々 の

代表を見 るか ぎ り， 加盟団体の 長に 匹敵す る人 が代表者

に な っ て お り， しか もか な り長期 に 亘 っ て 国際学会 の 任

務 に 当た っ て い る，それ に は理由の あ る こ とで あ り，わ

が国 の 場合に も，加盟団体 （家政学会，家庭科教育学会

な ど）の ト ッ プ 役員 ク ラ ス が 国際交流の 任務 を担当す る

体制を きちん とつ くらな い と，国際関係 の 仕事は出 来な

い の で は ない か とい う思 い を強 く持 っ た 次第で あ る．と

くに ア ジ ア 地 区に お け る わ が 国へ の 期待は 大で あ り， そ

の 意味 で も国際的 な責任を 果た さなければ ならない 立 場

に お か れ て い る．こ れ まで松島千代野氏をは じめ，藤枝

悳子氏な どの 尽 力 で 国際関係を 作 っ て きた 訳で ある が，

その あとを引き継ぐ体制作 りが急務で ある と思わ れ る，

差 し当た り年内に，Executive　Member の
一

人 として ，

会計 監査を 選 出 し な けれ ばな らな い わ け で あ る が ， 日本

代表 で もあるわけで ある か ら， 学会として 十分に 検討す

る こ とを 要望 した い ．　　　　　　　 （宮本み ち于）

　7． 再見中国一ポ ス トカン フ ァ レン ス ツァー参加記

　 7月 20 日朝，目覚め る と
“South （】hina　Moming

Post”

の 天気予報に 目を通 した．前 日 上 陸が危 ぶ まれ

てい た 台風 8号は ， 夜間 の うちに 通過 し た と の こ と．

ARAHE 会 議終了後， ポ ス トカ ン フ ァ レ ン ス ツ ア
ー

の

　参加 者 21名 は，九龍駅 へ 行 き，14時 25 分発の 急行列車

　で 広 州市 へ 向 っ た ，

　　広 州市 の あ る 広 東省 は，中国最南端 の 省で 亜 熱帯 の 気

候 に 属 し，「食は 広州に あ り」 とい わ れ，中国最大 の 果

物 の 生産地 と して も有名で あ る．21 日は市内見 学 で，始

め に 朝の 市場 を 訪れた．あ りとあらゆる部分 の 豚肉， 牛

肉， 生 きて い る鶏，跳ね て跳びだすカエ ル や魚，さまざ

　ま な野菜，乾物，花な どを売 る店や 荷車が，通 りの 左右

に 所 狭 し と並 ん で い た ．市場へ 通 じ る道 路 で は ， 自転車

に乗 っ た 人 々 が ひ きもきらず流れ て い く，そ の 自転車を

制す る よ うに 鳴 る 車の ク ラ ク シ ョ ン
ー

エ ネ ル ギ ッ シ ュな

朝 の 光景 で あ っ た ，次に，明の 時代 に 建造 され た 厂陳氏

書院」， 孫文を 記念 し て 苴931年 に 完 成 し た 「中山記念

堂」 を見学 し，「鎮海楼」 で は， ア ヘ ン 戦争の 名残 の 大

砲が置か れて い るの を 見， 中国の 歴史 の 重み を感 じなが

ら， 朝の 市場の 活気を想起 し，「今」 こ の 時代 の 中国 の

人 々 の 日常生 活に もっ と触れ て み た い と 思 っ た ，2且日の

す ぺ て の 見学 を終 えた の ち，次 の 目的地 で あ る 中国南部

の 辺境地域に 位置す る広西 壮族自治区桂林市へ と，空路

約 1 時間か け て 移動 した．

　桂林 は，「桂林の 山 水 は 天 下 の 第 一，陽朔 の 風光は桂

の 第
一

」 と謳わ れ，そ の 自然 の 美 し さを誇 る地域 である．

22日は，桂林市内を 二 分｝こ して 流れ る漓江の 川 下 りを 行

っ た が，周 囲 の 景色 の 美 し さ と と もに 忘れ られ な い 光景

を 目に した．我 々 を乗 せ た遊覧船 が 出航 し て まもな く，

それまで 川 に 漂 っ て い た筏が近づ い て きた の で ある．乗

っ て い る の は 2 人 の 青年で ， 彼 らは 遊 覧 船 の デ ッ キ に 飛

び つ き， しが み つ い て 必死の 形相で 「千円，千 円」 と叫

びなが ら， 水墨画の 描 か れた 扇や レ ー
ス 編み の カ パ ー，

果物な どを我 々 に 売 ろ うとして い た．桂林で は 国家公務

員の 平均的な月収入 は約 200元 ， 日本円に して 約 6，　OOO

円で あ る．彼らに とっ て の 千円札 1枚の 価値を 思 う と同

時 に ，日本 で の 生 活 を 省み ず に は お れ な か っ た ．

　桂林で は この 他に 鐘乳洞 や 公園を 回 り，23 日に は 市 の

中心 地を歩い て み る 機会 を 得， 垣 間見 た 人 々 の 生 活は，

ARAHE の 今回 の テ
ーマ で あ っ た Information　Tech ・

nolegy とは程遠 い もの で ある と実感した．今後中国 は

どの よ うな形 で Information　Technology を 取 り入 れ，

発展 し て い くの だ ろ うか．その た め に ， 家政学の 見地か

ら何がで きるの だ ろ うか．大 きな課題 を抱えて 帰途 に つ

い た．　　　　　　　　　　　　　　　 （堀内か お る）

（997） 71

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


